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【社会福祉法人　長尾福祉会　法人理念】

障害をもっていても　もっていなくても　男も女も

「生まれておめでとう・成長しておめでとう・長生きしておめでとう」

といえる社会づくりを目ざします

第１章　法人全体事業総括

令和３年度は「最高のサービスは最高の職員から」をテーマに掲げ、コロナ禍でもサービスの質の向上に資する研修事業をはじめ感染症のまん延防止のための新たな体制づくりを進めた。しかしながらほぼ全施設で感染者が出たことや入所・保育施設でのクラスターを経験することとなり、感染症予防体制の脆弱さを露呈する結果となった。事業収入は高松くりの木学舎が認定こども園に移行したことで、過去最高となったが通所系サービスではコロナ休所や利用控えが響き現在の定員となってから過去最低となった。
法人創設以来の危機に直面した2年間、最高のサービスといかなかったが、この時期を乗り越えたことを教訓とし、今後は最高に耐力を付け、最後まで安心して利用ができる粘り強い法人として地域を支えていかなければならない。
第２章　法人本部事業報告

理事会・評議員会の運営

　　理事会の開催　　

　　【第１回】　
令和３年６月４日（金）１４：００～ハーティヴィラ亀鶴　相談室
議案第１号　　令和２年度　事業報告（案）の承認について
議案第２号　　令和２年度　事業収支決算の承認について
議案第３号　　理事会による評議員会の招集事項の決議について
議案第４号　　さぬき市長尾東字笠堂８８０番２・８８１番１の土地の売買契約について
議案第５号　　ゆたか荘乾燥機の更新について
議案第６号　　社会福祉法人長尾福祉会評議員の推薦について
【第２回】
令和３年６月２４日（木）１１：３０～ハーティヴィラ亀鶴　相談室
　　　議案第１号　　理事長の選任について
　　【第３回】
令和３年９月３０日（木）１３：３０～ハーティヴィラ亀鶴　相談室
議案第１号　　介護支援・請求ソフトの切り替えについて
議案第２号　　ゆたか荘Wi-Fi環境構築工事について

議案第３号　　認定こども園長尾学舎の園庭遊具購入について
　　【第４回】
令和４年３月２９日（火）１６：００～　ハーティヴィラ亀鶴　相談室
　　議案第１号　 令和３年度収支補正予算（第１号）について
議案第２号　 令和４年度　法人事業計画書（案）について
議案第３号　 令和４年度　収支予算（案）について
議案第４号　 給与規程の変更について
議案第５号　 令和４年度　資金運用計画について
評議員会の開催　　　　　

　　【第１回】
令和３年６月２４日（木）１０：００～　ハーティヴィラ亀鶴  　　　
　議案第１号　　令和２年度　収支決算の承認について
議案第２号　　さぬき市長尾東字笠堂８８０番２・８８１番１の土地の売買契約について
議案第３号　　社会福祉法人長尾福祉会新役員の選任について
　　
法人運営事業

　　令和３年度は次の事業を行った。

　　　（１）第一種社会福祉事業

　　　　　・障害者支援施設の経営

　　　　　・特別養護老人ホームの経営

　　　（２）第二種社会福祉事業

　　　　　・障害福祉サービス事業の経営

　　　　　・障害児通所支援事業の経営

　　　　　・一般相談支援事業の経営

　　　　　・特定相談支援事業の経営

　　　　　・障害児相談支援事業の経営
　　　　　・保育所の経営
　　　　　・幼保連携型認定こども園の経営

　　　　　・老人短期入所事業の経営

　　　　　・老人デイサービス事業の経営

　　　　　・老人居宅介護等事業の経営

　　　　　・生計困難者に対する相談支援事業

　　（３）公益事業　

　　　　　・居宅介護支援事業

　　　　　・サービス付き高齢者向け住宅事業
第３章　障がい関係事業報告

令和３年度障害者支援施設のぞみ園事業報告

　令和３年度は、利用者の意思及び人格の尊重、利用の立場に立った障害福祉サービスの提供、障害児通所支援事業の充実、を目標に高齢利用者の対応の検討、地域療育等支援事業の充実、安心安全な環境づくりと感染症対策の整備を課題として取り組んできた。

　３年度は２月から３月にかけて、入所施設を中心に新型コロナウイルス感染者が発生し、その後感染拡大してしいったため、次年度は感染拡大防止が課題となっている。

　
（1） 施設入所支援

　　  　利用者の状況、ニーズを把握し個々の特性に応じた支援を実施した。また個別支援計画、サービスそに関連した会議などを通じて利用者の主体性を重視し、生活の質及びサービスの向上に取り組んだ。また夜間の支援を通じて生活リズムを整え、健康維持に努めた。
　支援内容

　　個別支援計画を中心に本人、保護者の意向の把握に努めそれを反映した支援及び日課を設定、実施していくよう努めた。また個別のニーズに可能な範囲で対応する個別日課を設定し定期的に　　　　　見直しも行った。

　　休日は楽しく充実した時間が過ごせるよう余暇支援を強化した。
　　重度の利用者に対し、絵や写真などを通じコミュニケーション支援やスケジュールを実施した。

（２）　短期入所
　　自宅で介護する人が病気の場合、または休息が必要、または本人の体験などの目的で施設に短期入所し入浴、排せつ、食事、着替えなどの支援を受ける。

　　　短期入所　　のぞみ園　　　　　　　　　　　　　６名　　　４２件　　
　　　日中一時　　のぞみ園　　　　　　　　　　　　　1４名　 　６５件　　
（３）　生活介護

　　 主として日中に、入浴、排泄及び食事等の介護、家事並びに生活等に関する相談、助言その他必

　 要な日常生活上の支援を実施している。それ以外では創作的活動または生産活動の機会の提供、　　　　　　身体機能または生活能力の向上のために必要な援助を実施している。
支援内容

　　　本人、保護者の意向を確認しそれをもとに個別支援計画を作成し支援にあたった。本人なりの自立、本人なりの楽しみが見つけられることを目標に日課を設定したり余暇支援施した。年齢の幅や障害の程度差、常に個別の対応が必要なケースが増えていることで、生活の場や活

　　動する空間などの工夫や整備が今後の課題となっている。
（４）　就労継続支援B型事業　
　　　ダンボール組立(冨士ダンボール、パック三樹)、和三盆（ばいこう堂）、菓子工房（パン、クッキー、パウンドケーキ）、喫茶コーナー清掃、ゆたか荘清掃、ディサービスゆたかの清掃、デイサービスおしぼり洗濯、また辛立文化センターの清掃も実施している。また３年度はさぬき市から委託され新たに津田小学校前の通路清掃を定期的に実施することになった。年間を通して園内行事に参加することで仕事を中心にしながらも生活感のある就労継続Ｂ型を目指して活動している。今後も工賃の向上を目指して取り組んでいきたい。
　（５）３年度入所・退所（３年３月末）
	
	　女子寮
	　男子寮
	　　南寮
	　　通所
	就労Ｂ　

	　定員
	１５
	１５
	２０
	１０
	１５

	　入所
	０
	０
	０
	０
	１

	　退所
	　 １
	０
	０
	０
	０

	　園内移行
	１
	０
	０
	１
	０

	　利用者数
	１５
	１５
	２０
	１０
	１４


　　　　（通所は定員超過でもで受け入れ実施している）
　（６）　グループホーム

　　グループホームのぞみ　　　　　

　　　　女性利用者４名が共同で生活している。環境美化などの当番活動などを実施しながらそれぞれが自立し落ち着いた生活を送っている。今後も健康で安心できる生活を送っていくため相談その他の日常生活の支援を実施していく。
　　のぞみホーム１号館

　　　　現在男性７名が共同生活を送っている。入浴など生活面での支援が必要な利用者もいるが休日は買い物に出かけるなど地域で落ち着いて生活している。

　　　令和３年度は高齢施設に１名移行し、通所生活介護利用中でこれまでは在宅だった利用者が１名
　　　入所した。

　　　　　　３年度グループホーム入所・退所

	
	　グループホームのぞみ
	のぞみﾎｰﾑ１号館

	定員
	　　　　　　６
	　　　　　　７

	入所
	　　　　　　０
	　　　　　　１

	退所
	　　　　　　０
	　　　　　　１

	園内移行
	　　　　　　０
	　　　　　　０

	計
	　　　　　　４
	　　　　　　７


（7） 　相談支援事業

生活支援センターのぞみ

地域で生活する障害者、児、その家族の様々な相談を受け対応し、福祉サービスの利用に繋げたり、他機関と連携して困り事を解決してきた。また、利用者の日々の困りごと等に対して支援してきた。虐待等の困難事例に対しては、関係機関と連携をとり対応している。障害のある方が地域で安定した生活が送れるように支援し一人ひとりに寄り添った支援が提供できることを目指すことを事業方針として取り組んだ。

　　　　  相談件数

指定特定相談支援

計画作成件数　　　１５７件　　　モニタリング作成　１４７件

障害児相談支援

計画作成件数　　６９件　　　モニタリング作成　　３０件　　　
上記以外のさぬき市・三木町からの委託で実施する基本相談支援

　・障害児・者、その家族の様々な相談を受け対応をする。

　・利用者の日々の困りごと等に対しての支援

　・大川圏域自立支援協議会、香川東部養護学校の進路説明会や地区懇談会、

　　　　　　　・さぬき市発達障害支援連携協議会・児童対策地域協議会等に参加
（８）　のぞみ児童デイサービス事業

事業状況　

放課後等デイサービス事業

対象―児童、生徒（６歳～18歳）

時間―放課後６時間を基本に土曜日(月２回)振休日・長期休業中は終日利用(９時から１８時)を受け入れた。必要に応じて、前後１時間ずつの延長支援対応を行った。

送迎―香川東部養護学校・氷上小学校・白山小学校、の下校時刻に合わせて登所からの迎え(登所支援)を実施した。自宅送迎は行っていない。
　　　　　児童発達支援事業

　　　　　対象―幼児（１歳から就学前）

　　　　　時間―９時から１８時の終日利用を受け入れている。必要に応じて前後１時間ずつの延長支援対応を行った。

　　　　　送迎　一部、降所・降園時刻に合わせて迎えを実施した。

　　　　　日中一時支援
　　　　　　　　さぬき市1名を対象に、放課後児童デイサービスの持ち枠では家庭で過ごすことが難しい日数分の受け入れを実施した。

事業実績

利用者数―放課後ディサービス事業　３３名　３６０９件　１日平均　１３．５７名

児童発達支援事業　　　　　６名　　３０４件　１日平均　　１．１４名

　　　　　日中一時支援　　　　　　　１名　　　５９件　 １日平均 　０．２２名

　　　　　　　　　　　　　　　　計４０名　３８２２件　　１日平均　１４．９３名　

（９）　地域療育等支援事業
　　　　　　　発達の遅れや障害のある児童及び保護者に対して相談や療育を通じて発達支援などを実施。関連機関と連携をはかり地域での生活の継続や充実をめざして取り組んだ。臨床心理士２名を中心に県の療育支援事業を実施、また三木町教育委員会より委託を受け発達検査を実施した。
　　　　　　・訪問療育相談　　　　　　　６件
　　　　　　・訪問療育　　　　　　　　５４件
　　　　　　・外来療育相談　　　　　　３０件
　　　　　　・外来療育　　　　　　　５１８件　
　　　　　　・施設支援指導　　　　　　４９件

・発達検査　　　　　　　　９４件
第４章　高齢関係事業報告

令和３年度特別養護老人ホームゆたか荘事業報告
　　　新型コロナウイルス感染拡大が収まらない中、全国的に高齢者施設でのクラスターが多数発生し施設運営や福祉ならではの機能が十分果たせない状況を至る所で見聞きした1年であった。持病の多い高齢者にとってコロナ感染症は脅威であり、また感染力が強い変異株が施設内に持ち込まれないよう、職員の行動自粛、消毒等施設内での感染症対策、面会の中止等、ご利用者への福祉サービスを安定的に提供する事を最優先に様々な取組みを実施した。しかし２月、ついに施設内にウイルスが侵入し、利用者７人・職員６人にコロナ感染が判明した。病院受診し中和抗体の点滴は受けられても入院する事ができず、６名の方が施設内療養する事態となった。施設の中で感染エリアをレッドゾーン・イエローゾーンに分け、感染者対応する職員を分ける事で２週間程度で新規感染者をくい止める事ができた。その間、ショートステイの新規受入れ停止、１階・２階の生活スペースを分離する等、一時的にご利用者が密にならないケアに変更する等、施設の運営や日常のケアにも多大な影響を受けた。これを糧に、今後同じような事が発生した場合、迅速に対応ができるように感染対応マニュアルを見直す機会にもなった。
　　新型コロナウイルス感染症が終息せず、地域への外出や保育園・小学生との交流ができない状況が続いたが、それに代わる楽しみとして施設内でできる行事を工夫しながら、ご利用者が穏やかに笑顔で暮せる支援ができたと思う。
Ⅰ、令和３年度　ゆたか荘取り組み目標に対する成果
■医療と介護が連携し、安心・安全で自立支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスの提供
　　介護する側・される側も安心・安全なケアを目指し、ノーリフティングケアの推進・定着を進めてきた。介護リフトやスライディングボートの追加購入やノーリフト推進委員会の設置等で「持ち上げない」「抱え上げない」ケアを実践・定着することで、職員の腰痛予防にも役立った。また、オンラインでの喀痰吸引研修で介護職員１２名が喀痰吸引２号の資格を取得し、資格取得者として香川県に登録した。これにより看護師が不在の夜間帯も喀痰吸引ができる職員を常に配置することができ、重度化により医療的なケアが必要なご利用者が安心して暮らせる体制が整った。
■生きがいや喜びが感じられる、心豊かな暮らしの提供
　　新型コロナウイルス感染拡大の為、地域との交流行事や外出ができなかった。行事の縮小や中止で利用者の楽しみが少なくなる中、季節感溢れる室内装飾を一緒に作成、レクリエーションの内容を工夫して利用者の笑顔を引き出せるようにした。また気候が良い時期は積極的に室外に出て、お花やめだか、錦鯉等、緑ゆたかな環境の中で目でも楽しめる工夫をした。
■優秀な福祉人材の確保と育成
　　職員のレベルに応じて必要な研修を計画・実施、新型コロナウイルス感染予防のためオンラインによる研修が主流になったが、香川県の「介護職員研修代替え職員確保事業」を活用し、派遣職員を確保する事で例年以上にオンライン研修に参加できた。また国家資格取得支援も行い、職員１名が新たに介護福祉士国家試験に合格した。それにより介護福祉士率９０％（技能実習生を除く）以上を維持できている。今後も、職員のスキルアップの為に、研修・資格取得支援を積極的に行っていきたい。
新たな人材確保では、福祉専門学校の卒業生が少なくなっており、今後は資格のない高校卒業生を採用できないか、６月頃より地域の高校の進路担当を訪問したが、今の所人材確保には繋がっていない。時代に合った地道な活動を続けていきたい。
■外国人技能実習生の育成
　　ベトナムから２名の技能実習生を受け入れているが、実習期間内で日本語検定N2に合格する等、ご利用者や職員とのコミュニケーションに困らない日本語レベルにまで到達する事ができた。２回目の技能試験（専門）も合格し、技能実習生としては５月末で終了を迎える。１名は帰国、1名は特定技能外国人として就業を継続する予定である。今後、新たに技能実習生を受け入れる予定もあり、施設内で日本語学習ができる環境の整備や、技術面を指導・研修する体制を確立しつつ、国籍に関係なくお互いがいい刺激となって成長し合える関係になっている。
■地域に向けて福祉の啓発と地域貢献活動
　　コロナ禍の中でも感染予防対策をとりながら、毎月のあいさつ運動・地域クリーン活動を実施することができた。長尾小学校で車椅子体験学習も、換気を十分に行い、生徒１人毎にアルコール消毒をしながら例年通り実施した。認知症サポーター講習は地域での感染拡大が認められたため、中止とした。
■効率的運営と安定的経営
　　ご利用者の高齢化・重度化により、平均介護度が４．１となっている。長期入所者には、医療優先でなく自然な形で穏やかな最期を迎えたいと「看取りケア」を望まれる方も増えてきている。コロナの影響もあり、一度入院してしまうと病院では感染症対策の方が優先され、最期まで顔を合わすことができない対応であり、施設での看取りでは希望時に面会や付き添いができる等対応の差がある。制度改正により看取り加算も手厚くなっており、今後もしっかりと感染予防対策をしながらご家族やご利用者の想いを大切にしたケアを心がけていきたい。
運営面では、新型コロナウイルス感染症が２月に施設内で発生した為に、その対応に必要な物品購入や職員の超過勤務手当等のかかり増し費用が発生した。併せてショートステイの一時的な停止等で収入も減少したが、香川県の新型コロナウイルス感染症に対する補助金を活用する事で補填できた。
今年度は、Lifeに連動できる介護ソフトの購入、Wi-Fi設備の充実に多額の費用が発生した。今後介護記録の簡素化にもつながるので有効に活用してきたい。
　　
Ⅱ、有資格者の状況及び資格取得支援（令和４年５月現在）　
	資格名
	人数（重複有）
	今年度取得者

	社会福祉士
	2
	

	施設福祉士
	1
	

	介護福祉士
	24
	　　　　　1

	管理栄養士
	1
	

	介護支援専門員
	3
	

	主任介護支援専門員
	1
	

	看護師
	3
	

	保健師
	1
	

	准看護師
	3
	

	保育士・幼稚園教諭
	1
	

	歯科衛生士
	1
	

	ヘルパー2級
	1
	

	実務者研修修了
	1
	

	認知症実践者研修
	7
	

	認知症実践者リーダー研修
	4
	

	防火・防災管理者
	2
	2

	喀痰吸引（14時間・50時間）
	15
	11

	1種衛生管理者
	1
	

	技能実習責任者
	1
	

	技能実習指導者
	2
	1

	技能実習生活指導者
	1
	

	実習指導者
	5
	1

	アセッサー
	3
	

	理学療法士
	1
	


　　今年度は、喀痰吸引研修に関しては受講費の半額を法人が補助した。
今後も質の高いケアを目指し、職員全体が自己研磨に励むとともに、スキルアップに向けての資格取得支援を続けていきたい。
Ⅲ、施設サービス活動
　＜施設サービス部門＞
【生活相談業務】
　　長期・短期入所者の利用相談にあたっては、随時相談業務を実施し、当法人内の担当者と連携を図りつつ、介護負担軽減、ご利用者のサービス利用につながるよう努めている。
相談内容としては、老人保健施設から退所を促されているケースが数件見られた。その他は介護量の増加や看取り介護等、昨年と同様の相談が多くみられた。
　　現在利用中の入所者への相談業務としては、コロナウイルスの流行が継続していることから電話連絡での対応が増加している。面会の希望も多くみられたが、状況を説明しリモート面会などの理解を得ることができた。
〔利用状況〕
短期入所生活介護(予防含む）

[image: image2.emf]4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

要支援２ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 0 0 0 10

実人数 1 1 1 1 2 1 1 1 1 0 0 0 10

延べ人数 4 6 5 4 6 4 2 4 2 0 0 0 37

要介護１ 4 4 3 4 3 3 4 3 2 1 1 2 34

要介護２ 11 10 9 9 7 7 7 7 5 6 3 6 87

要介護３ 15 13 13 12 12 11 13 13 14 13 11 15 155

要介護４ 5 4 4 4 6 4 5 3 4 4 3 4 50

要介護５ 0 0 1 1 3 2 1 2 3 3 1 2 19

実人数 35 31 30 30 31 27 30 28 28 27 19 29

延べ人数 609 627 580 565 615 524 587 562 594 594 503 617 6977

月平均利用者数

20.3 20.2 19.3 18.2 19.8 17.5 18.9 18.7 19.2 19.2 18.0 19.9 19.1

稼働率

101.5 101.1

96.7 91.1 99.2 87.3 94.7 93.7 95.8 95.8 89.8 99.5 95.5


長期入所

[image: image3.emf]4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護３ 13 13 14 14 13 10 11 11 10 11 11 11 142

要介護４ 16 16 17 17 16 19 19 18 19 18 18 19 212

要介護５ 19 20 20 20 19 21 22 21 21 21 21 21 246

実人数 48 49 51 51 48 50 52 50 50 50 50 51 600

延べ人数 1411 1491 1464 1464 1470 1476 1522 1491 1542 1520 1335 1464 17650

平均介護度 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.1 4.1

月平均利用者数

47.0 48.1 48.8 47.2 47.4 49.2 49.1 49.7 49.7 49.0 47.7 47.2 48.4

稼働率 94.1 96.2 97.6 94.5 94.8 98.4 98.2 99.4 99.5 98.1 92.1 94.5 96.4


入所検討委員会
　入退所状況

[image: image4.emf]4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

入所者数 2 1 2 1 2 1 2 0 0 1 1 5 18

介護度5 1 1 1 1 1 2 7

介護度4 1 1 1 1 1 2 7

介護度3 1 1 1 1 4

退所者数 1 0 4 1 1 0 2 0 0 2 4 1 16

医療機関入院

1 1 1 1 4

死亡 3 1 2 1 4 1 12


申し込み待機者数 255名 
【給食】
給食サービスの安定・充実を目標とし、給食委託業者と連携・意見交換に重点をおいて進めていった。複雑化する療養食・嗜好に関しても対応していただき、コロナ禍で外出が難しい中、行事食では普段の給食で提供できないバラエティに富んだ食事を提供した。その際、ペースト食・MIX食の方にはムース食で見た目も鮮やかな食事を提供する事ができ、多くのご利用者に「美味しい」「また食べたい」等の声が聞かれた。
栄養管理では、毎日の食事量・摂取状況・体重の増減や身体状況を把握し、食事内容や形態など多職種で話し合い連携する事でご利用者ひとり一人に合わせた栄養管理を実施した。また、カンファレンスの開催が難しかった為、ご家族へは来荘時にご意向を伺いご利用者はミールラウンドを行う事でニーズに応えるよう努めた。
経口維持に関しては、嘱託医の指示のもと各部署協働で食事形態の見直し・変更を行う事ができた。その一連の経過を栄養マネジメントの手順に従い加算につなげた。
衛生面に関しては、調理従事者の徹底した手洗い・健康チェック・検便を実施し、月に１回厨房内の害虫駆除を行った。
【医務】
　今年度は介護職員の喀痰吸引等の研修を行い、15名の資格取得者ができ、手技を忘れない為にも年に2回以上の研修を行う事で急変時も対応できるように指導を行った。他部署と情報共有を図り、ご利用者の日々の生活において体調の変化にも早期に気づき、嘱託医への報告・相談を行い病院受診や内服処方・点滴投与等が行えた。ご家族へはコロナウイルス対策もあり、カンファレンスを開催できなかった為、その都度電話で状態をお伝えし意向に沿った看護ができたと思う。
　また、感染症対策として体調に変わりのない方の定期受診は病院と連携を図り受診に行く回数を減らし、面会制限などの対策も行った。発熱がある方には早期に病院受診をし、PCR検査を実施した。職員はゆたか荘の行動規準に沿って不要不急の外出は控え、出勤前の検温を行うなど体調管理に務めた。施設のご利用者も重度・高齢化が進み、体調が急変する方やコロナ禍での入院よりも看取りを希望し、慣れ親しんだ施設で最期を迎える方も増えてきている。今後も感染に注意しながらご利用者・ご家族の意向に沿った医療・看護を提供していく。
　＜ご利用者の健康管理＞
　　血圧測定・体重測定（毎月）、結核健診（昨年度はコロナウイルス対策にて実施不可）、血液検
査（年１回と必要時）、嘱託医の回診（週２回と必要時）、看護師による健康観察（毎日）、内
服薬の管理、褥瘡管理シートの作成（週１回）、褥瘡検討会（月１回）、コロナワクチン・イン
フルエンザワクチン予防接種、定期受診・緊急受診
　　＜介護職員腰痛検診＞
　　　　年２回、嘱託医にて
　　＜職員健康診断＞
　　　　年１回（夜勤職員については、年２回）
　　＜医務実績報告＞　　　
	
	受診数

	入院者数
	死亡退所者数

	注入者数
	喀痰吸引者

	
	
	
	入院死亡
急変死亡退所
	施設看取り死亡退所
	
	

	４月
	30
	4
	0
	0
	2
	0

	５月
	32
	2
	0
	0
	2
	0

	６月
	32
	5
	1
	2
	2
	0

	７月
	31
	5
	0
	1
	2
	0

	８月
	43
	7
	0
	0
	2
	0

	９月
	33
	5
	1
	0
	2
	0

	10月
	29
	4
	0
	2
	2
	0

	11月
	30
	3
	0
	0
	2
	0

	12月
	37
	1
	0
	0
	2
	0

	1月
	32
	4
	0
	1
	2
	0

	2月
	24
	6
	1
	3
	2
	0

	3月
	39
	7
	1
	0
	2
	0

	総数
	392
	53
	4
	9
	24
	0


　
　　＜最多入院歴＞
　　　　1、肺炎（誤嚥性肺炎も含む）　　2、骨折・褥瘡悪化・心不全
　　＜最多受診歴＞
　　　　1、骨折　　　　　　　　　　　　2、褥瘡悪化
＜その他＞
　　　　医療廃棄物の管理、医薬品、医療機器の管理
【サービスステーション】
　ご利用者の尊厳ある生活が継続できるよう、専門職との連携を図りながら心身の状態に合わせたサービスが提供できるように努めてきた。サービスステーション会議・フロア会議の参加率を80％、ケアカンファレンスの参加率を80％以上と設定していたが、コロナの影響もあり9月・2月・3月に関しては会議を中止、その他の月に関しても規模を縮小し少人数で会議を開く形となった。ケアカンファレンスに関しても概ね中止対応となっている為、前年度同様参加率80％の目標は達成できていない。
　コロナ禍であり、年間行事に関してもドライブなど外出行事の開催が難しかった。外出行事が制限される中でも、季節感を感じ過ごしていただけるよう天候・時候が良い時には屋外に出て外気浴を行い、外気に触れて頂ける時間を設けた。施設内であっても季節が感じられる行事を計画・開催した。今後も外出自粛が継続する事が予測される為、楽しみを感じながら生活できるよう行事を計画していく。
【実施した行事】
　４月　お花見　⇒　施設周辺
５月　鯉のぼりを楽しむ会　⇒　外部参加なし
６月　菖蒲観賞会（長尾亀鶴公園）⇒中止
７月　七夕まつり　
８月　納涼夏祭り　⇒　外部参加なし
９月　敬老会　⇒　外部参加なし
１０月　ながおいきいき福祉祭り　⇒　中止
１１月　紅葉狩りドライブ（車中ドライブを新規で計画）
長尾地区文化祭　⇒　作品展示のみ
１２月　忘年会
　　　　地域交流餅つき大会　⇒　外部参加なし
　１月　新年祝賀
　　　　初詣　⇒　中止
　２月　節分豆まき　⇒　充にならないように実施内容を変更
　３月　開荘記念行事　⇒　外部参加なし　
　　　　のぞみ園ひな祭り茶会　⇒　中止
○　喫茶（３回／月）　
○　ショッピング・外食ドライブ　⇒　中止
○　個別外出　⇒　中止
　　［ＳＳ会議］　　　　・定例開催　　　９回／年
　　　　　　　　　　　　⇒９月・２月・３月は中止・以外の月に関しても規模を縮小し開催
　　［グループ会議］　　・定例開催　　　９回／年
　　　　　　　　　　　　⇒９月・２月・３月は中止、以外の月に関しても規模を縮小し開催
【介護支援専門員】
介護保険の更新期間に合わせ、原則６ヶ月毎に１回のケアプランの見直し、作成を行った。ご利用者、ご家族に意向を確認し、介護職員・看護職員等各専門職から情報収集、ケアの相談を行った。ケアカンファレンスの代替えとして、各専門職が集まる朝の申し送り時に情報共有行った。ご家族へは来荘時や電話でケアプランの説明行い同意をいただいた。看取りケアについては重要度が高い為、感染対策をしっかり行った上でご家族、嘱託医に参加していただきケアカンファレンスを開催し、一人一人の状態に応じた看取りプランの作成、同意をいただいた。
おもいやりネットワーク事業では、毎月開催されるさぬき市地域ネットワーク会議個別検討会に参加。コロナ感染者数によっては、リモートでの開催となった。１１月のさぬき市児童館まつりでは、感染者数も落ち着いていたことから、広報活動を目的に綿菓子、ハンバーグのブースを出し販売。売上金はフードバンク食料品を購入した。
　 また、高松市、さぬき市に要介護認定調査の委託契約をし、依頼があれば随時、要介護認定調査を髙村と共に実施した。
・看取りケアカンファレンス　　　　                     9回／年
・さぬき市地域ネットワーク会議個別ケース検討会　　　　10回／年　　　
　　・高松市からの委託　　　　　                          26件／年
　　 ・さぬき市からの委託　　　　                           1件／年
　　　　　　　　　　　　　
【地域施設連携担当】
地域貢献活動は地域のコロナウイルス感染状況を踏まえながらマスクの着用等感染対策を十分に行った上であいさつ運動やクリーン活動を実施した。交流活動は感染予防の為外部からの交流は中止。長尾小学校での車椅子体験については福祉啓発活動の為、小学校の協力のもと職員のPCR検査・換気・消毒の徹底を図った上で開催し、子どもたちの福祉に対する関心を高める事ができた。同様に毎年行っている認知症サポーター講習については、地域の感染拡大により中止した。
また、人材育成においても感染予防の為活動自粛を余儀なくされた。来年度は、感染予防を継続して行いながら、取り組める活動を検討していきたい。
　　
　　　　保育所・幼稚園との交流　⇒　中止
　　　　地域団体との交流　　    ⇒　こども園稲刈り協力、見学
　　　　小学校との交流　　　　　⇒　３年生　車椅子体験
　　　　地区水路清掃（川上自治会）⇒ １回／年　
　　　　あいさつ運動　　　　　　⇒　７回／年（土・日曜日、祝祭日を除く毎月８日に実施）
　　　　地元地域クリーン活動　　⇒　１０回／年
　　　　地域祭事（いきいき福祉まつり）　⇒　中止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【機能訓練】
利用者の身体能力の把握を事前に行い、理学療法士の指示のもと多職種とのカンファレンス参加にて連携を図り、豊かな生活が営めるよう能力改善のリハビリを目指した。また、介護ロボットの導入により、職員とご利用者の負担を軽減するなど一人一人に応じた適切なリハビリプランを作成し実施した。ご家族にはプラン内容・変更等あれば都度説明を行う事で信頼関係を築きながらより良い支援に努めた。
【歯科衛生士】
　　コロナ感染拡大により、年１回の歯科検診は中止した。日常での口腔ケアで虫歯や歯周病・義歯の不具合を早期発見し、訪問診療につなげる事で早期に対応ができた。訪問診療では、歯石除去や義歯の調整、食事形態や嚥下機能に関するアドバイスを歯科医師より頂く事で、職員の口腔ケアに関する意識も高まり情報共有もできた。今後も口腔体操や職員研修を通して利用者の方が楽しく食事ができ、誤嚥なく笑顔のある快適な生活が送れるよう職員一同創意工夫していきたい。
Ⅳ、各種委員会活動
〔経口摂取推進委員会〕
　　嘱託医の指示のもと、毎月経口維持計画書を作成するとともに、水飲みテストを実施し、看護師・歯科衛生士・介護支援専門員・相談員・介護職員・管理栄養士を委員会メンバーとし、多職種連携で食事形態の見直しを行った。
ミールラウンドを行う事でご利用者個々に合った食事形態を提供することができた。今後も月１回、委員会を開催し最期の時まで美味しく食事を摂っていただけるような取り組み・支援を行っていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　経口維持加算算定者
	4 月
	5 月
	6 月
	7 月
	8 月
	9 月
	10月
	11月
	12月
	1 月
	2 月
	3 月

	23名
	28名
	28名
	28名
	26名
	28名
	29名
	27名
	28名
	28名
	27名
	28名


〔医療ケア・感染症対策委員会〕
感染対策について、昨年に引き続いて今年度もコロナ過での施設内における感染症対策について話し合った。施設に感染症を持ち込まない対策についての指針に沿って、県外往来の制限や不要不急の外出を控える、面会制限・リモート面会や行事の縮小化、毎日の検温実施、手洗い・手指アルコール消毒の励行、マスク着用等職員一丸となり実施を行っていたが、施設内のコロナ感染症の流行を防ぐ事ができなかった。未だ油断はできない状況であり、感染症予防対策においても職員一同より一層気を引き締めて行っていく。
また、褥瘡については再発・悪化がみられ、各部署にて話し合いの場を設けそれぞれができる対応や意見を出し合った。マットレスの選択、２時間毎の体位交換を確実に行うための表の作成や循環不全の褥瘡についての足浴の実施や靴下・靴の選定、セカンドオピニオン、臥床や離床時のポジショニングの検討、好発部位を理解し再発者の把握のも努めるよう促しをした。また、褥瘡ができてからではなく排泄介助や入浴時に皮膚状態の観察を行い、早期発見に努めるよう周知を行った。
〔レクリエーション・くもん学習療法委員会〕
　「レクリエーションを通して、手作りおやつや行事等、他者交流を図れるような支援をする」を目標に、毎月の委員会にてレクリエーション支援内容を検討した。曜日ごとにレクリエーションの内容を固定する事によって支援方法が共有できた。また、レク支援時間が短くならないように早出勤務者が対応する事で無理なく行えた。今後もご利用者・職員が笑顔で楽しめるようなレクリエーションが実施できるよう全職員で協力していきたい。
　くもん学習療法では、学習回数を確保の為に遅出が担当した。くもん学習の活性化を図る為、学習者同士との時間を大切に楽しくコミュニケーションを図りながら回想法を用いて笑顔を引き出す支援ができた。また、月１回の合同学習会は定着している為、各部署で協力しながら楽しく認知症の進行予防ができるくもん学習の魅力を多くの方に伝えていきたい。
　
〔入所検討委員会〕
退所者が出た際にはすぐに入所検討委員会を開催し、速やかな利用を促した。
7・8月にて入所直後に退所者が出たため、新規入所者の調整に時間がかかった。また2月にはコロナウイルスの流行により新規の長期入所の受入ができない期間があったが、解除後には事前調整によりスムーズな受入ができた。
〔身体拘束・虐待防止委員会〕
『ご利用者の権利や尊厳・プライバシーを守り、施設に居ながらでも家庭的な雰囲気を大切にした生活環境を提供していく為に、研修を通じて職員全体で学び成長していく』を目標に活動した。前年度に引き続きご利用者のBPSD（周辺症状）に対して支援方法に苦慮しているケースを選定し、困難ケースを話し合った。結果としては改善できたこと、できなかったこともあるが対象ご利用者のことをしっかりと考える良い機会になったと思う。反省点としては委員会としての「取り組み内容」や「話し合いの方向性」が統一できていなかった為、毎月の委員会内で決定しきれなかった事があった。今後は、事前に問題点や課題を抽出した上で計画的に話し合いの場を設けていきたい。
〔安全対策委員会〕
内出血を早見表に記載して事故報告書に関しての重大事故等が分かるように取り組み行った。内出血や事故報告の再発に関しては、グループ会で対応策等を話し合いケアの統一ができるように周知、再発防止に努めた。内出血を早見表に記載するようになり、意識が薄くなった部分もある。
　来年度は、事故報告書・ヒヤリハット記録をパソコンに切り替える事で事故等の要因を考え対策を立てる事が目標である。
〔防災委員会〕
各部署会議開催時、隔月・随時（年６回）委員会を開催し、避難訓練・備蓄品の確認と追加整備を行った。また、夜間火災想定自主避難訓練を５月、１０月に行った。１０月の訓練は大川広域消防署の立ち合いで指導をいただいた。さらに災害時の国の避難規程が変更になった事もあり、のぞみ園の担当職員と一緒にマニュアルの変更を行うとともに９月にはのぞみ園と合同で土砂災害想定の避難訓練を行った。来年度は今年度できなかった地震想定の訓練も行い、有事の際も慌てず冷静な行動ができる組織づくりを行っていきたい。
〔研修委員会〕
職員会議の場において各委員会による研修を実施し、専門的な知識を多職種で交換、共有する事を目的としていたが、地域のコロナ感染状況に応じ予防策として長時間の密集した状態を防ぐ為、資料回覧による全体周知を行う等の対応を行った。外部研修についても集合研修ではなくオンライン研修への参加を主とする事で予防対策行いながら学びの機会が持てるよう努めた。
また、研修参加による人員不足を解消するため、香川県が主体となる代替え職員確保事業へ参加し人員不足による業務負担の増加軽減を図った。次年度についても感染予防を意識した上で学び、向上する機会を継続して確保できるよう努めていきたい。
〔業務改善委員会〕
　６月に特浴実施日に関して業務改善提案書を提出の上、大きく業務内容の見直しを行っている。日々のご利用者への対応を振り返るだけでなく、施設設備のハード面に関しても必要物品を購入・設置する事でご利用者が過ごしやすく、職員が働きやすい環境を整えている。
　各月の委員会会議日に合わせて、現場からの意見の吸い上げが十分に行えなかった。委員長・副委員長が密に連携し、現場の課題に沿った内容で改善案を検討していく必要があった。
令和４年度はご利用者・職員の意見を吸い上げながら、委員会で話し合うべき内容か判断した上で検討を行う。
　
〔介護技術向上委員会〕
今年度は『介護技術向上に関する研修の実施』『研修計画に基づき「認知症ケア」「排泄ケア」などの研修を開催する』との計画で実施してきた。コロナ禍で思うように研修が実施できない状況であったが、不適切な対応をしてしまった場合や排泄ケアがしにくい方などをピックアップし、委員会で話し合い改善方法を検討した。またノーリフトに関しても全体研修を行い委員会内での振り返りができていた。ポジショニングに関しては、なかなか検討・見直しが出来ない状況であったが、重度化が進んでいく中、双方にとって安心安全な介助ができるよう取り組んでいきたい。
〔ノーリフト推進委員会〕
　　職員全体でノーリフトを勧め、職員からの意見に対し委員会を含め、他の職員にも発信・共有する事でスムーズに行う事が出来ており、双方にとって負担なく行えた。また、職員の体格等に合わせご利用者に福祉用具の使用する幅を広げた。職員個々に対して福祉用具の使用状況の確認ができていなかった為次年度で取り組んでいきたい。グローブやシートに関しては使用を促しているが実際はできている事が少なく福祉用具を使用する事の意味等もしっかり職員全体で理解を深め提供していく。
Ⅴ、ご家族との連絡、協力体制の強化
　［家族会の開催］
　　　■新型コロナウイルス感染拡大防止の為、家族会は今年度中止し、資料送付により事業報告・計画を開示する。
令和３年度　デイサービスセンターゆたか事業報告
新型コロナウイルス感染症により、利用減少傾向が顕著の一年であった。感染症による新規利用者の鈍化、入居施設利用の急増が主な要因としてあげられる。
又、2月には利用者、職員合わせて8名の感染者がでて、クラスター発生となり、3週間の休業となった。
感染症に起因するサービス一元化を望む家族意向によりショート利用増、施設入所への歯止めをかけるのはなかなか容易でなく、利用者本人の心身面安定を図っていくことは継続していくとして、新規利用者の開拓が急務と考えられる。近隣居宅支援事業所への利用者動向の把握、アプローチを実施し、令和4年度上半期までの上方改善を目指していく。

サービス提供においては、本人・家族の県外往来等による利用自粛、入浴場所・送迎車両内の人数制限等の感染対策を保健所・県の助言を受けながら取り組む。改めて感染リスクへの意識が職員全体に浸透する機会となった。

これからの通所サービスのあり方としていかにして在宅生活が続けていけるか、個々の状況を鑑みながらのプログラム作成・家族支援が重要となってきていることを実感した。
1. 要介護度別利用者数・平均利用者数・稼働率
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・介護予防教室事業（さぬき市委託事業）

　　さぬき市より新型コロナ感染症に係る介護予防委託事業中止に伴い、5月・6月・8月・9月・1月中旬以降・2月は休止となり、電話での状況確認業務となる。

・年間延べ人数　（半日コース）1,384名
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2.　会議状況
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利用者情報共有や同性介護の視点からサービスの評価、見直しを検討する。　　　　　
又、レクリエーションの月間予定の検討を行うとともに、利用者個別の心身面の
評価・見直し等を定期的に行なうことで現状に合った対応を心がけていった。

　　　　　

3.　情報機能

・デイサービス便りの発行　：毎月末発行
4.　地域交流事業（外部団体・個人）
・令和3年度においても前年度同様に外部者の館内訪問中止につき未実施。
令和３年度　ハーティヴィラ亀鶴事業報告
【施設内共通事業】
　事業所連携会議の運営
　香川おもいやりネットワークへの派遣（森田）
　運営委員会への委員派遣（毎月）・地域ネットワーク会議への派遣（山本）

　相談派遣、フードバンク、一時金支出、中間的就労、買い物援助、食事サービス等の援助
　資格取得支援
　介護職員実務者研修２名
令和３年度ハーティヴィラ亀鶴ショートステイセンター事業報告
新型コロナウイルス感染症の流行、家族の県外への外出や旅行控え、利用者の死去等の理由から利用人数、稼働率ともに目標からは大幅に下回っている。既存利用者の重度化、利用日数延長は前年度同様で増加している。また都合でキャンセルとなることもあり、予定通りの利用に繋がらないケースもあった。
今後も長期入所や死去等で利用終了となるケースはあると思われる。新型コロナウイルスの感染状況を見ながら居宅介護支援事業所と連携を取り、利用者の受け入れ、利用が円滑に行えるようにしていきたい。
1．利用状況について
【利用延べ人数】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	要支援1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要支援2
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	13
	5
	0
	0
	19

	要介護1
	14
	17
	14
	11
	18
	18
	17
	20
	20
	24
	35
	29
	237

	要介護2
	27
	29
	26
	56
	43
	38
	39
	57
	57
	95
	75
	87
	629

	要介護3
	211
	216
	224
	231
	233
	207
	226
	215
	215
	206
	198
	234
	2616

	要介護4
	176
	194
	178
	184
	182
	178
	172
	154
	160
	159
	144
	157
	2038

	要介護5
	60
	62
	60
	62
	62
	63
	62
	60
	55
	31
	28
	31
	636

	合計
	488
	518
	502
	544
	538
	504
	516
	507
	520
	520
	480
	538
	6175


・前年度同様、要介護3以上の利用者の割合が高い。
【稼働率】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	81.3
	83.5
	83.7
	87.7
	86.8
	84
	83.2
	84.5
	83.9
	83.9
	85.7
	86.8
	84.6


・2021年度稼働率：84.6 ％ / 稼働率は目標の95％には至っていない
2．委員会活動について
①感染対策委員会
	開催日
	4/19
	5/27
	6/18
	7/16
	8/17
	9/13
	10/12
	11/9
	12/14
	1/17
	2/17
	3/11

	人数
	5
	6
	6
	5
	5
	5
	5
	6
	6
	6
	6
	6


・新型コロナウイルス感染症蔓延のため、職員の感染症に対する意識が向上し、利用者、職員共に感染性疾患への罹患はなかった
・新型コロナウイルスのクラスター発生を防ぐため、PCR検査も3回実施している（いずれも陰性）
・新型コロナウイルスのワクチン接種は利用者、職員共に終了している（1、2回目：6月 / 3回目：2月）
　インフルエンザワクチンも11月に接種終了している
・感染対策マニュアルについては年1回の見直しを行っている。
・時期ごとの感染症に対する研修の実施、新人職員には吐物処理の研修を行い、感染症等が発生した際に統一した対策が取れるようにした
②レクリエーション委員会
　・前年度同様、新型コロナウイルス感染症の影響で外出行事は実施している。デイサービスとの合同で実施していた季節行事も12月に行われたもちつき以外は各部署での開催となった。外出が出来ず、季節を感じることが難しい中、日々の余暇時間で四季に応じた工作（壁画や季節行事で使用する作品）に職員と共に取り組むことが出来た。
　・手作りおやつは感染症予防に努めながら9月までは月1回実施。10月以降は新型コロナウイルス感染症の状況や職員の人員配置の状況で中止としている。
　・誕生日プレゼントは実用性のあるフェイスタオルを選び、ロングショート利用者＋4枚（予備）を購入、2枚余る結果となる。前年度のフォトアルバムは写真の更新、アルバム全体を埋めることが難しかったため、実用性のある品を選定したい。
③安全対策委員会
・【年間件数】事故報告：92件、ヒヤリハット：9件
　　前年度と比べ総件数が17件増加している。内出血の件数は依然として多く報告されており、3月に安全対策委員会で「更衣介助時の注意点」の研修を行った。職員が関わって起きた事故もあり、今後この研修が生かされるよう丁寧な介護、優しい介護を心がけたい。また利用者の小さな異変にも気付き、ヒヤリハット報告書により、情報共有を職員間で行いながら事故防止に繋げていきたい。
④生活向上委員会
	開催日
	4/4
	5/3
	6/3
	7/2
	8/1
	9/2
	10/4
	11/3
	12/2
	1/6
	2/1
	3/3

	人数
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4


・各ユニット、看護師、生活相談員で利用者の状態を把握、ケア内容の検討をすることが出来ている。
・委員会で決定した事項は各ユニット会（1週間以内）、会議録の作成で全職員が確認できるようになっている。すぐに改善を要することは口頭や書面、毎日の申し送りで周知を行っている。
・居室の環境整備や本人の状態に合わせた介助、状況に合わせたケアは十分とは言えない状態が続いている。利用者が安心・安全に過ごせるよう、またご家族が利用して良かったと思っていただけるように情報共有や『報告・連絡・相談』を継続していきたい
⑤拘束検討委員会
	開催日
	4/4
	5/3
	6/3
	7/2
	8/1
	9/2
	10/4
	11/3
	12/2
	1/6
	2/1
	3/3

	人数
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4


　・月1回は拘束事例の有無を確認、年2回は実際に拘束となる事例（スピーチロック等）の勉強会を実施。
・身体拘束については実施していない。センサーコールは転倒リスクの高い方のみ使用、物理的拘束（4本柵、ミトン型手袋等）はしていない。
・利用者の動きを制限する言葉（スピーチロック）は研修を継続しているが、ふとした時に口にしてしまうことがある。研修を継続し、スピーチロックを含めた拘束がないようにしていきたい。
3．その他
　①環境整備
　　・月ごとに項目を決め、分担表を作成して実施を行った（8、9、1月は実施せず）
　　・枕の洗濯や乾燥、エアコンフィルターの掃除は季節の変わり目に実施
　　・車椅子、シルバーカー、歩行器の掃除の項目を2月に追加し、実施している
②ユニット会議
	亀
	開催日
	4/7
	5/7
	6/8
	7/3
	8/3
	9/6
	10/8
	11/5
	12/6
	1/7
	2/5
	3/7

	
	人数
	5
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	5
	5

	鶴
	開催日
	4/9
	5/4
	6/4
	7/10
	8/6
	9/3
	10/5
	11/8
	12/8
	1/11
	2/6
	3/9

	
	人数
	6
	7
	6
	7
	6
	5
	6
	6
	6
	7
	6
	6


　　・各ユニット利用者のケア内容の検討を行った。また生活向上委員会で決定した事項を周知している。
・夜勤や日勤で両ユニットの対応することが多いため、他ユニットの情報を把握できるようにしている。
令和３年度ハーティヴィラ亀鶴デイサービスセンター事業報告
【概況】
　新型コロナウイルス感染症の拡大、利用控えにより利用者数の減少になってしまった。また、利用の一元化により施設入所を選択された。
１．利用状況（人数・介護度別）
	月
	介護度別
	実籍数
	延べ数

	
	支援1
	支援2
	介護1
	介護2
	介護3
	介護4
	介護5
	
	

	4
	4
	9
	18
	12
	4
	3
	1
	51
	603

	5
	7
	10
	19
	13
	4
	3
	1
	57
	601

	6
	5
	8
	19
	14
	3
	3
	1
	53
	589

	7
	6
	9
	17
	14
	1
	2
	1
	50
	578

	8
	6
	9
	18
	15
	1
	2
	1
	52
	568

	9
	6
	10
	18
	15
	1
	3
	1
	54
	604

	10
	6
	10
	18
	15
	2
	2
	1
	54
	580

	11
	6
	10
	17
	13
	3
	2
	1
	52
	567

	12
	5
	12
	16
	13
	3
	2
	1
	52
	520

	1
	6
	12
	18
	10
	2
	2
	1
	51
	460

	2
	6
	11
	17
	12
	3
	3
	1
	53
	338

	3
	6
	11
	15
	11
	2
	2
	1
	48
	508


延べ人数　6,516人　　　1日平均　21.4人
２．介護予防教室事業（からくり教室）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	実数
	延数

	1日
	17
	
	
	11
	8
	
	14
	16
	15
	6
	
	
	4
	87

	半日
	7
	
	
	7
	4
	
	6
	7
	8
	3
	
	
	1
	42


・コロナウイルス感染予防対策により、5,6,9,2,3月は電話で口頭による介護予防教室を実施した。
３．デイサービス職員会議
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	実施日
	22
	20
	24
	22
	26
	23
	20
	25
	23
	20
	22
	24

	参加数
	11
	10
	9
	9
	10
	10
	9
	7
	10
	10
	8
	8


・当月の利用状況・利用者処遇・来月の予定について周知・話し合いを行う。
・職員間での研修を実施した。（月1回）
４．その他
・情報としてデイ通信を毎月1回発行した。　
令和３年度ハーティヴィラ亀鶴ヘルパーステーション事業報告
2021年度は前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症予防も一因となり外部サービスは行わず、併設施設内でのサービス提供のみとなっている。
施設内利用者の入退居に伴い平均利用回数総数が減少、また新規利用者の平均要介護度が下がり、結果サービス単価の下落につながるも、コロナウイルス感染症拡大のため急遽様々なサービス休止となった利用者に対し、代替サービスを提供することで利用者の生活維持に貢献できたと思われる。
現在の利用者の状態の変動も考えられることから、今後もニーズの把握に努めると共に、要介護度の低い利用者の幅広いニーズにも応えられるよう、介護保険適用外のサービスも柔軟に提供できる体制を更に整えていきたい。
【利用者の内容】
サービス別平均利用回数
	サービス内容
	単位数
	延べ回数
	実人数

	身体１・Ⅱ
	275
	170
	4

	身体０１・Ⅱ
	184
	32
	1

	身１生２・Ⅱ
	422
	0
	0

	身体２・Ⅱ
	436
	194
	5

	身２生２・Ⅱ
	583
	0
	0

	訪問介護初回加算
	200
	1
	1

	生活２・Ⅱ
	201
	95
	4

	生活３・Ⅱ
	248
	0
	0

	訪問型独自サービスⅡ・同一
	2,349
	22
	2

	訪問型独自サービスⅢ・同一
	3,727
	2
	1

	訪問型独自サービス初回加算
	200
	0
	0


要介護度別利用者
	要介護度
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	要支援１
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要支援２
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	24

	要介護１
	4
	4
	4
	3
	3
	3
	3
	2
	2
	2
	1
	1
	32

	要介護２
	2
	1
	1
	0
	1
	1
	1
	1
	2
	2
	3
	2
	17

	要介護３
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	0
	2

	要介護４
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要介護５
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	総合計
	8
	7
	7
	5
	6
	6
	6
	5
	6
	7
	7
	5
	75


令和３年度ハーティヴィラ亀鶴サービス付き高齢者向け住宅事業報告
主要事業
　　安否確認サービス
　　健康確認サービス
　　食事サービス
会議の開催
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	21日
	26日
	23日
	21日
	25日
	29日
	20日
	24日
	29日
	19日
	23日
	23日


利用者の状況（２０２２年３月３１日現在）
	性別
	男性
	２人

	
	女性
	７人

	年齢別
	65 歳未満
	０人

	
	65 歳以上 75 歳未満
	０人

	
	75 歳以上 85 歳未満
	１人

	
	85 歳以上
	８人

	要介護度別
	自立
	０人

	
	要支援１
	１人

	
	要支援２
	２人

	
	要介護１
	１人

	
	要介護２
	２人

	
	要介護３
	１人

	
	要介護４
	０人

	
	要介護５
	０人

	入居期間別
	６ヶ月未満
	２人

	
	６ヶ月以上１年未満
	０人

	
	１年以上５年未満
	７人

	
	５年以上 10 年未満
	０人

	
	10 年以上 15 年未満
	０人

	
	15 年以上
	０人


（入居者の属性）
	平均年齢
	９０.６歳

	入居者数の合計
	９人

人

	入居率※
	９１％


令和３年度ケアプランセンターゆたか事業報告

事業目標に対し、介護保険制度に関し、ご利用者様に適切に説明できるように変更時には把握し説明できる様に事業所内でも確認を行いました。
介護相談については、他の事業所からの紹介や事業所に相談に来られた方には出来るだけ丁寧に接し必要な時には包括支援センターにつなげるようにしています。
コロナ禍にて参加者の人数制限があり、リモート研修での参加を行い、主任介護支援専門員研修に参加し、今後、さぬき市包括支援センターとの研修運営に参加するようになります。安定した運営に関して、新規契約より契約終了が上回った為、請求件数も下がり　当初目標である140件に届いていません。介護予防の受け入れ件数は増加している。

令和3年度　利用者数　　　ケアマネ　5名
	
	新規利用（介護）
	新規利用（予防介護）
	契約終了（介護）
	契約終了（予防介護）
	要介護

利用請求者数
	予防介護請求者数

	4月
	0名
	0名
	3名
	0名
	127名
	20名

	5月
	0名
	0名
	3名
	1名
	127名
	21名

	6月
	5名
	0名
	4名
	1名
	131名
	20名

	7月
	3名
	4名
	5名
	0名
	128名
	24名

	8月
	5名
	1名
	3名
	0名
	127名
	26名

	9月
	2名
	0名
	3名
	0名
	129名
	26名

	10月
	1名
	1名
	3名
	0名
	128名
	27名

	11月
	2名
	1名
	3名
	0名
	127名
	28名

	12月
	2名
	2名
	4名
	1名
	128名
	30名

	1月
	1名
	0名
	1名
	0名
	124名
	27名

	2月
	6名
	0名
	5名
	0名
	125名
	26名

	3月
	2名
	3名
	7名
	1名
	127名
	29名

	
	計　29
	計　12
	計　44
	計　4
	
	


利用者請求について、入院中の方もいるため　新規契約、終了件数が一致しない月もあります。
第５章　児童福祉関係事業報告
令和3年度認定こども園高松くりの木学舎事業報告

高松くりの木学舎は、令和3年度から幼保連携型認定こども園へ移行した。旧来の保育園とこども園との違いを示すことと、目指すこども園の在り方を職員が共有するための研修など目標とすることが多くあったにもかかわらず、新型コロナ感染症の影響でそういったことに時間をかけることができなかった。
こども園に移行し、職員の配置人数も適正化され、事業収支は好転したものの、健全な運営を目指すには地域の保育圏域での絶対的かつ安定的な支持が必要になるため、地域の職業事情に合った柔軟な保育・教育時間の提供と保育の質の向上が求められていることを職員が理解し実践していかなければならない。
【実施事業および定員】
年間教育日数　235日
年間保育日数　286日
【実施事業および定員】

	利用定員
	105名

	年齢
	0歳児
	1歳児
	2歳児
	3歳児
	4歳児
	5歳児
	合計

	2.3号定員
	９名
	18名
	18名
	17名
	17名
	17名
	96名

	1号定員
	―
	―
	―
	3名
	3名
	3名
	9名

	特別保育
	延長保育

	
	障がい児保育

	
	一時預かり事業（一般型・幼稚園型）※令和3年度新規事業
一般型9:00～16:00、1日定員3名、月～金曜日
幼稚園型7:30～8:30、14:00～18:00、在園児のみ月～土曜日


【令和３年度利用実績】
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2・3号
	106
	105
	104
	104
	104
	104
	107
	107
	107
	107
	107
	107

	1号
	３
	5
	6
	6
	6
	6
	8
	8
	12
	12
	12
	11

	計
	109
	110
	110
	110
	110
	110
	115
	115
	119
	119
	119
	118


【令和３年度職員数】
	
	園長
	主幹保育教諭
	保育教諭（正職員）
	保育教諭（非常勤）
	栄養士
	調理師
	調理員
	看護職員（非常勤）
	一時預かり
	保育補助
	アルバイト
	事務員
	合計

	令和３年4月1日
	1 
	２
	１７
	６
	１
	1 
	１
	２
	１
	１
	０
	１
	３４

	令和4年3月31日
	1 
	２
	１５
	７
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	０
	２
	３３


【年間行事】
	月
	行事内容

	４月
	入園式、たけのこ掘り、内科検診、歯科検診・家庭訪問

	５月
	芋さし、田植え、親子遠足

	６月
	保育参観

	７月
	プール開き、七夕・夏祭り、個人懇談

	８月
	お泊り保育

	９月
	敬老会、体育発表会、稲刈り

	１０月
	内科検診、歯科検診、芋ほり

	１１月
	防災教室

	１２月
	生活発表会、クリスマス会

	１月
	餅つき、個人懇談

	２月
	節分、保育参観（各クラスごとに開催）

	３月
	ひなまつり会、お別れ登山、卒園式


　　　はコロナによる中止行事
（その他）
・避難訓練（AED・地震・不審者対応・消防署通報訓練等）（年１２回）
・クラス内クッキング（年３回）
・お誕生日会（年１２回）
・保育参観（各クラスごとに開催）
・個人懇談（年２回）１～３月は希望者、５歳児は２月に全員実施
・小学校交流３回／年
・法人事業所交流（亀鶴・ゆたか荘・デイサービスセンターゆたか）２回／年
・３・４・５歳児対象　特別活動
英語１回／月、体育１回／月、リトミック２回／月、サッカー教室１回／月、
美術（４・５歳児）８回／年
健康
・園児・・・内科・歯科検診　（年２回）５月、１０月）
３歳児から視力・聴力検査実施（年２回）６月、１１月
頭囲胸囲計測（年２回）
検尿（５月）、発達検査（７月）
身体測定（毎月）
・職員・・・法人合同健康診断（９月）または予防医学協会での健診
　　　　　　インフルエンザ予防接種（正規職員補助あり、非正規自己負担）
・学校薬剤師による環境調査　４回／年
給食・食育
＜給食検討会＞毎月開催
栄養士と保育教諭が連携を図り、食への興味・関心への取り組みや、野菜栽培やクッキング等の体験や、日常の保育の中に食育を意識した活動を多く取り入れる検討ができた。
・保護者にも家庭が子どもへの食育の基礎を形成する場であることを、給食だよりやドキュメントを作成することで理解してもらう工夫をした。
・家族との共食をおたよりを通じて啓発した。
・行事食を多く盛り込み、手作りおやつも定期的に提供した。
・自園で採れた野菜なども子ども達と収穫し、旬の野菜や栄養素についてもしっかり伝えていく工夫をした。
・感染症・アレルギー等の対策は十分検討し、事故防止異物混入、給食提供方法などについて確認と見直しを毎月実施した。また、ノロウィルスや食中毒など感染症予防の啓発を行った。
＜配布物等＞

・給食だよりの発行（毎月1日）
・給食献立の玄関展示（毎日）
・食育教室・人気メニューレシピ配布（年1回）
・手作りおやつや食育レシピなど食育の保護者発信（年1回）
園だより・クラスだより・保健だより
・園だより・クラスだより（毎月1日に発行）
・保健だより（４．６．８．１０．１２．２月園だよりと一緒に配布）
備品・遊具等購入
・のぼり棒の整備
令和3年度認定こども園長尾学舎事業報告
1． 成果と課題

　令和３年度は年度計画の段階より、新型コロナウイルス感染症対策を行った上で、実施可能な行事の在り方を検討してきた。新しい方法での行事開催を計画することで、急な変更での職員の業務の負担を軽減する目的で行ってきたが、2回の園内クラスターが起きてしまう等、中止や変更を余儀なくされた。今後も先行き不透明ではあるが、常に最新情報の取得を心がけ、安全かつ状況に応じた活動を展開していきたい。

　半面、コロナ禍における業務改善の在り方を模索する中で職員のリモートワークが飛躍的に進み、職員会議や園内研修の充実が図れた。また保護者との情報共有や懇談や参観にICTを積極的に用いるなど、保育の見える化を意識した業務に努めた。

目標の一つである、園児の感覚統合を目的とした『体力づくり』では、以上児保育教諭を中心に朝の「のびのびたいむ（異年齢体力づくり活動）」の内容を検討。随時見直しを行いながらより体力が向上するよう新しいプログラムを取り入れ、活動を推し進めることができた。次年度以降も計画の更なる改善を重ねた上で重点目標に掲げ長期的に計画していく。

　以上児クラスは、多くの園児が進学する近隣小学校と小学校までに身に付けておきたい力について連絡を取り合い、小学校教育への円滑な接続を念頭に置き、日々の活動を再考に積極的に取り組んだ。幼児教育を、小学校以降の教育の 「土台」ととらえ、一人ひとりの子どもに対して長期的な視野をもった援助に配慮した。子どもは遊びの中で、楽しみ、試し、工夫し、見通しをもつというふうに、子ども自身が遊びを発展させていく。生涯の学びの出発点になる「学びの芽生え」を大切に取り組み、子どもだけでなく保育教諭も遊び込む活動を深めるために、年齢に応じた発達に適した遊びの見直しを行った。

 未満児クラスは、月齢・個人差が大きいので一人一人の子どもの発育、発達に応じた援助を大切にした。乳幼児期は、子どもの心身の発育、発達が著しく生きる力の基礎が培われる。基本的生活習慣（食事・睡眠・排泄・着脱）が自分でできるように身につけ、自分からやろうとする意欲を育てるよう援助した。また、自分からやろうとする意欲を家庭でも引き続き行っていってもらえるよう、園での援助方法を共有するなど、家庭との連携を大切に行うことができた。

２．事業の実施状況

＜長尾学舎～より質の高い・教育・保育を実践する～＞ための体制

1 研修実績

園外研修・・・リーダー格にキャリアアップ研修に参加させるなど、勉強する機会を提供したが、その後のフォローアップや職員周知には課題が残った。

職員会議・・・年12回（5.6月は書面会議、4.7.8.12は対面会議、9.10.11.1.2.3はZOOM会議）

園内研修・・・月37回（行事の話し合いや業務改善）

③当法人の特長である特別な支援が必要な子ども達に対して、早期発見・早期支援に努めると共に、個別に抱える状況や課題等に対して必要な支援につなげていくため、外部機関との連携を進めていくことができた。

⑫共育（子どもとともに育つ）支援を行う。具体的には、ホームページ、クラスだより、連絡ノート等を活用し、教育・保育内容・子どもの育ちを保護者にわかりやすく発信し、育ちを共有していくことができた。

＜地域子育て支援拠点事業　子育て支援センターにじいろ＞

新型コロナウイルス感染症対策で、休止している期間があり新規利用者の減少もあった。しかしオンライン機器の整備により、工作や外部講師の講座、子育て相談をオンラインで行うなど、新型コロナウイルス感染症が気になる親子や、自宅待機で閉塞感がある親子の息抜きの場になった。また、令和２年度より「特別対応　発達相談」事業が開始し、のぞみ園・のぞみ園児童デイサービスセンターの職員（社会福祉士・精神保健福祉士・公認心理士）が週２回9：00～12：00来園し、子育てや子どもの発達相談に応じることができた。

・発達相談　実績10回（4/4、7/15、8/5、8/10、8/11、10/27、11/24、12/1、1/19、3/23）

＜地域における公益的な取り組み＞

新型コロナウイルス感染症対策の為十分な活動ができなかったが、あいさつ運動や地域の河川の掃除は行えた。

３．年間教育・保育日数

　　１号認定　　　　228日

　　２・３号認定　　282日

４．利用者

（１）園児在園数

	
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	0歳
	標準
	2
	3
	3
	4
	4
	6
	6
	7
	7
	7
	7
	7

	
	短時間
	２
	1
	2
	1
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	3

	1歳
	標準
	6
	6
	6
	7
	7
	7
	7
	6
	6
	6
	6
	5

	
	短時間
	2
	2
	3
	2
	2
	2
	2
	3
	3
	3
	3
	5

	2歳
	標準
	13
	13
	12
	11
	10
	10
	10
	11
	11
	11
	11
	10

	
	短時間
	4
	3
	4
	5
	5
	4
	4
	3
	3
	3
	3
	4

	満３歳
	満3歳児
	0
	1
	1
	1
	2
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	3

	3歳
	標準
	9
	9
	9
	9
	10
	11
	11
	11
	10
	10
	10
	10

	
	短時間
	2
	2
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	3

	
	１号
	4
	4
	3
	3
	2
	1
	1
	1
	2
	2
	2
	2

	4歳
	標準
	7
	7
	7
	6
	6
	6
	6
	6
	6
	6
	5
	4

	
	短時間
	1
	1
	2
	3
	3
	3
	3
	3
	5
	5
	6
	8

	
	１号
	4
	4
	4
	4
	5
	5
	5
	5
	4
	4
	4
	3

	5歳
	標準
	10
	10
	10
	9
	9
	10
	10
	12
	12
	12
	11
	11

	
	短時間
	4
	4
	4
	5
	5
	4
	4
	3
	3
	3
	3
	3

	
	１号
	3
	3
	3
	3
	3
	3
	4
	3
	3
	3
	3
	3

	合計
	73
	73
	76
	76
	77
	78
	80
	80
	81
	81
	80
	85


（２）子育て支援センターにじいろ利用者数

	
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	子ども
	77
	97
	138
	132
	108
	135
	168
	144
	143
	117
	122
	95

	保護者
	67
	89
	122
	113
	93
	114
	133
	125
	122
	100
	96
	83

	計
	144
	186
	260
	245
	201
	249
	301
	269
	265
	217
	218
	178

	月親子平均
	7.2
	9.8
	13.0
	11.1
	11.2
	13.1
	13.1
	13.5
	13.3
	11.4
	12.1
	9.2


（３）延長保育利用状況（回数）

	
	4月
	５月
	６月
	7月
	８月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	３月
	合計

	標準時間
	7
	5
	9
	2
	6
	9
	8
	18
	22
	6
	0
	0
	92


（４）預かり保育利用状況（回数）

	
	4月
	５月
	６月
	7月
	８月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	３月
	合計

	１号認定
	0
	18
	11
	15
	17
	17
	21
	20
	19
	18
	10
	18
	184


５．職種別職員数

	
	園長
	主幹保育教諭
	保育教諭（正職員）
	保育教諭（非常勤）
	栄養士
	調理師
	調理員
	看護職員（非常勤）
	子育て支援センター
	保育補助
	アルバイト
	事務員
	合計

	令和3年4月1日
	1 
	２
	１0
	11
	２
	1 
	１ 
	１
	２
	1
	０
	1
	33

	令和3年末
	1 
	２
	１1
	12
	２
	1 
	１
	１
	２
	１
	0
	0
	34


６．特別活動実施状況（３・４・５歳児）

	
	4月
	５月
	６月
	7月
	８月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	３月

	体育
	2
	1
	1
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	0
	0

	サッカー
	1
	1
	1
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	0
	0

	リトミック
	0
	0
	1
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	0
	0

	英語
	0
	0
	0
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	0
	0

	硬筆（４・５）
	0
	1
	1
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	0
	0

	アート（４・５）
	0
	0
	1
	1
	0
	1
	1
	1
	1
	1
	0
	0


・スイミング教室（三木町ジャパンスイミング）年２回→１回　7/28中止、8/5

・スケート教室（三木町トレスタ白山）　年２回→０回　1/25、2/9中止

・アーキペラゴ（芸術士）　年40回→32回　2.3月中止

７．年間行事実施内容

	月
	行事内容

	（４月）
	入園式、バスタイム

	（５月）
	内科検診、歯科検診・交通安全教室

	（６月）
	保育参観・水開き

	（７月）
	七夕・夏祭りごっこ・個人懇談・自由参観（特別活動のみ）・スイミング教室

	（８月）
	お泊り保育（５歳児）・スイミング教室

	（９月）
	運動会

	（１０月）
	内科健診・歯科検診・親子遠足

	（１１月）
	古里ながお文化祭・人形劇

	（１２月）
	発表会・クリスマス会・ハーティヴィラ亀鶴餅つき参加

	（１月）
	初詣・スケート教室・自由参観（特別活動のみ）・参観

	（２月）
	節分・参観・お別れ遠足・スケート教室

	（３月）
	ひなまつり・おわかれ会・お別れ遠足（白山登山）・卒園式


· 　　　　　　中止された行事

（その他）

・避難訓練　年12回→11回（4/13、5/11、6/8、7/13、8/10、9/7、10/13、11/4、12/14、1/18、2/22）

3/8　新型コロナウイルス感染所の為中止

・不審者訓練　6/23

・ＡＥＤ救急講習　6/25

・消防署立ち合い避難訓練・起震車体験　11/4

・交通安全教室　年１回→5/31中止

・誕生日会　年12回→年6回（10月からは感染症対策の為、各クラスで園児の誕生日に実施）

・絵本の貸し出し（３歳児～）6月より毎週金曜日実施

（食育）

・季節の素材や郷土の食材を積極的に取り入れ、「食を楽しむ」ことに取り組んだ。 

・クッキングの活動の中で、体験を通して実際に作る楽しさを感じ、食への関心を深めることができた。 

・畑で季節の野菜を育て、育てることの大変さ・収穫する喜び等を体験することができた。 

・保護者や医師と連携し、アレルギー除去食の提供を行った。 

・給食検討会 毎月1回実施

・クッキング　年8回→年６回（7/29　5歳児ピザ作り、7/29　4歳児ピザ作り、10/22　1歳児　サラダ作り、11/8　5歳児　さつま芋ご飯、11/11　1歳児　サラダ作り、12/8　1歳児りんごカット、3/8　5歳児　きつねうどん、カボチャサラダ、餃子）

※5/13ピザ作り中止、7/19　１歳児　和え物作り中止

・保育参観　6月中止　各クラス「ドキュメンテーション」を作成し、書面にて保護者に発信。

　　　　　　1月→ZOOMやインスタグラムにてリアルタイムや録画にて保護者に配信。

0歳児（1/28）、１歳児（1/21）、2歳児（2/24）、３歳児（3/1）、４歳児（2/17）、５歳児（1/26）

・自由参観（特別活動時間帯のみ）年２回実施

1 7/5～16　②1/17～28中止

・個人懇談　年２回実施

1 7/5～16　②1/17～28→1月個人懇談はZOOMも併し実施。

・菜園活動　年１０回（4/6たけのこ掘り、4/20、23夏野菜の植え付け、5/19さつま芋のつるさし、6/15田植え、5/11じゃがいも・玉ねぎ収穫、10/13稲刈り、10/26芋ほり、11/29玉ねぎ植え付け、2/24じゃがいも植え付け）

・あいさつ運動　年8回（4、6、7、9、10、11、12、3　各2名参加）

８．小学校との交流

〇幼保こ小交流会　長尾小学校

第１回　6/22中止

第２回　12/2　9：25～11：05（年長児13名、職員2名参加）

第３回　2/3中止　入学説明会のみ実施

集団下校練習　　2/3中止

〇幼保こ小連絡会

　長尾小学校　3/25（年長児13名）

　志度小学校　3/18（年長児1名）

　造田小学校　3/24（年長児１名）

東部養護学校　Ｒ4.4（年長児２名）

〇幼保こ小交流会反省会　3/10

９．法人他事業所との交流

〇ハーティヴィラ亀鶴訪問　12/28　5歳児　餅つき参加

〇長尾学舎　クリスマス会12/22　ハーティヴィラ亀鶴ショートステイ職員２名（サンタクロース、トナカイに扮して参加）

１０．早期支援コーディネーター・療育支援事業

〇さぬき市早期支援コーディネーター（該当11名）

年6回→5回（6/14、7/20、8/10、10/13、11/9）２月予定中止

〇のぞみ園　香川県障害児等療育支援事業「施設支援事業」（該当14名）

年13回　（4/28、5/19、5/26、6/30、9/29、10/27、11/11、11/24、12/4、1/26、2/16、2/21、3/23）

１１．健康診断

園児

〇歯科検診　5/18中止

　　　　　　10/12（80名）

〇内科健診　5/21中止

　　　　　　10/22（80名）

〇身体測定　毎月実施　第３水曜日・・・0.1.2歳児

　　　　　　　　　　　第３木曜日・・・3.4.5歳児

〇頭囲胸囲計測　年２回　5月・10月

〇視力聴力検査　5/21（3.4.5歳児）

〇検尿　4/19.20実施（3.4.5歳児）

〇発達スクリーニング検査　7/1実施（5歳児）

〇学校薬剤師による環境調査　年４回→３回（6/29、8/31、9/4）

職員

〇法人合同健康診断（９月）または予防医学協会での健康診断

〇インフルエンザ予防接種　１１月実施

〇検便　年間１６回（6～9月２回）

１２．実習生受け入れ

〇日本メディカル福祉専門学校　保育士科　１名

6/7～6/18（土日除く10日間）

〇高松短期大学　保育学科２年生　1名

8/18～8/30、9/21.22（土日除く１１日間）

１３．園だより・クラスだより

〇園だより・クラスだより　年１２回（毎月前月末日に発行）

１４．園バス利用状況

	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	人数
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	4
	5
	5
	4
	3
	3


・（登園便）

園→大川町富田中→琴電長尾駅（9月～）→長尾安松（11.12月）→長尾住吉（10月～）→園

・（降園便）

園→長尾住吉（12月～３月、月水木金）→大川町富田中（木）→児童デイ（4月～1月、月水金）→園

１５．香川県幼児教育スーパーバイザー派遣事業

感染症対策にため依頼せず

１６．備品・遊具等購入

〇園庭芝生化　6月（香川県補助金にて）

〇園庭遊具（登はん棒）　８月（一部香川県補助金にて）

〇発電機・投光器（一部さぬき市施設機能強化推進費にて）

〇パーテーション・オゾン消臭器・自動手指消毒器・サージカルマスク（さぬき市補助金にて）

〇自転車3台・フックスタンド3台・キッズスポーツカー3台（さぬき市民間保育所等育成事業費補助金にて）

〇芸術士事業の導入

〇災害時給食食材の整備

１７．保護者会

・保護者会総会→６月書面決議とする

・保護者会役員会　年３回→中止（活動なし）
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